
 

北広島市の概要 
 

         

ＢＯＹＳ ＢＥ ＡＭＢＩＴＩＯＵＳ  

 北広島市は、札幌市と新千歳空港の間に広がる 

なだらかな丘陵地帯にあり、豊かに息づく緑の 

環境、ゆとりの土地空間、整備された交通網など

自然と都市機能が調和したまちです。 

 明治１７年に広島県人２５戸１０３人が集団 

移住し、開拓の鍬がおろされてから１４０年。 

道央圏のなかで宅地開発や工業団地の造成、都市

施設の整備が着実に進められ、平成８年９月に 

市制を施行しました。 

クラーク博士が『ボーイズ・ビー・アンビシャス』の名言を残したゆかりの地。 

そのフロンティア精神を受け継ぐ人々が住むこのまちは、美しい生活文化都市の創造

のため、歩み続けています。 

 

 

基本情報 
 

 人 口：５６，３２３人 （令和７年４月現在） 

 世帯数：２８，４７９世帯（令和７年４月現在） 

 面 積：１１９．０５㎢ 

 

北広島市の位置 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

交通アクセス 

 ＪＲ北広島駅から快速電車で 

札幌まで約１７分 

新千歳空港まで約２１分。 

 羽田空港から新千歳空港まで 

約１時間３０分。 

 関西空港から新千歳空港まで 

約２時間１０分。 

北海道 

北広島市 

 

丘珠空港 

新千歳空港 

江別市 

千歳市 

長沼町 

南幌町 

札幌市 

恵庭市 

北広島 
I.C. 

輪厚 
スマート

I.C. 

337 

274 36 

230 

453 

337 

支笏湖 

きたひろしま 

- 1 -



 

 消防施設の位置 
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北広島ＩＣ 

西の里 

きたひろしま 

大 曲 
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輪厚スマートＩＣ 

36 

輪 厚 

消防署西の里出張所・消防団第４分団 

北広島市消防本部 

消防署大曲出張所 
・消防団第３分団 

消防団第２分団 

北広島市消防署 

〒061-1132 
北進町 1 丁目 3 番地 1 
総務課 TEL 011-373-3100 
予防課 TEL 011-373-9119 
警防課 TEL 011-373-2321 

TEL 011-373-2322 

〒061-1270 
大曲 2 番地 8 
TEL 011-377-3020 

〒061-1105 
西の里東 1 丁目 4 番地 20 
TEL 011-375-3119 

輪厚中央 4 丁目 14 番地 3 

共栄町 1 丁目 1 番地 1 

消防団第１分団 
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北広島消防の歴史 

私設消防時代 

明治 17 年 広島県人 25 戸 103 人が集団移住し、開拓の鍬がおろされた。 

大正 2 年 5 月 広島村初の火防組合が結成。構成員は部落２名で主として夜警等防火活動を行った。 

大正 7 年 3 月 火防組合が解散し、これに代わり私設消防組が発足。消火資器材として、トビ、布

袋等を使用したと伝えられる。 

昭和 9 年 7 月 消防組が改組され、消火機材に腕用ポンプを導入。 

昭和 10 年 4 月 寄付等で運営されていた消防組に村費より初の補助があり、新たに腕用ポンプ及び

ホース、布製タンク、布製バケツ等を購入。 

公設消防時代 

昭和 12 年 2 月 議会で広島村消防組の設置が決定され、東部地区に第１分団、西部地区に第２分団

を配置。 

昭和 12 年 4 月 消防機材置場を広島 63 番地に設置。（資金は一般寄付によるもので、建物は木造平

屋建７坪） 

昭和 14 年 4 月 戦時態勢により消防組と防護団が併合され広島村警防団を設置。団長、副団長２

名、班員 25 名、警防員 95 名、計 123 名で構成され、火防の他、灯火管制、警報を

任務とした。 

昭和 22 年 7 月 終戦により広島村警防団が解散し、新たに広島村消防団を設置。 

昭和 24 年 3 月 初の消防ポンプ自動車（三輪車）が導入され第１分団に配置。また、腕用ポンプは

第２分団に配置。第１分団の機材置場を広島郵便局前（広島 53 番地）に移転。 

昭和 24 年 10 月 第２分団の機材置場を輪厚集乳所前（輪厚 83 番地）に配置。 

昭和 25 年 8 月 水害のため第１分団の機材置場が流失。 

昭和 27 年 12 月 広島 63 番地に第１分団の総合的な消防会館が竣工し、機材置場及び管理人住宅を

併置した。 

昭和 28 年 2 月 ポンプ自動車（四輪車）を第１分団に配置し、三輪自動車は廃車。 

昭和 32 年 2 月 可搬動力ポンプを第２分団に配置。 

昭和 33 年 2 月 可搬動力ポンプを第１分団に配置。 

昭和 34 年 3 月 第２分団にポンプ運搬用の三輪自動車を配置。 

昭和 40 年 8 月 第２分団の機材置場を改築し、四輪ポンプ自動車を配置。 

昭和 43 年 1 月 大曲地区の発展に伴い第３分団を配置。 

昭和 43 年 9 月 町制施行 

昭和 44 年 10 月 江別市と消防応援協定を結んだ。 

昭和 46 年 6 月 広島町消防団が防災思想普及の功績で北海道知事より表彰。 

昭和 47 年 4 月 西の里地区の発展に伴い第４分団を配置。 

昭和 47 年 11 月 恵庭市と消防応援協定を結んだ。 

昭和 48 年 11 月 第４分団の消防会館が竣工した。 
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 近代消防時代 

昭和 49 年 4 月 町の発展に伴い広島町消防本部及び消防署が、政令による常備体制の指定に基づき

発足。人員は 15 名。 

昭和 49 年 8 月 南空知消防事務組合消防本部と消防応援協定を結んだ。 

昭和 49 年 8 月 第２分団の消防ポンプ自動車を更新。 

昭和 49 年 12 月 消防庁舎が現在の北進町１丁目に竣工した。 

昭和 50 年 8 月 消防署に救急車を配置し救急業務を開始。（車両は北海道共済連より寄贈） 

昭和 50 年 12 月 消防団が８月の大雨災害に住民の安全と復旧に尽くしたとして北海道知事表彰を受賞。 

昭和 52 年 3 月 消防署に小型動力ポンプ付水槽車（水槽容量 10ｔ）を配置。（防衛施設庁の補助） 

昭和 52 年 7 月 町内の医療施設により内科、小児科の夜間休日の当番医療体制が開始。 

昭和 52 年 7 月 北海道消防ポンプ操法大会のポンプ車操法部門に第１分団が出場し好成績を収めた。 

昭和 52 年 12 月 消防署にはしご付き消防ポンプ自動車（30m 級）を配置。 

昭和 53 年 9 月 第１分団のポンプ自動車を更新。（日本損害保険協会より寄付） 

昭和 54 年 8 月 北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会を当町（広葉中学校）で開催。 

昭和 54 年 10 月 道央自動車道の札幌南インターチェンジと北広島インターチェンジの開通により、

第３分団詰所に職員３名と常駐救急車１台を配置。 

昭和 55 年 12 月 大曲地区の発展に伴い、消防署大曲出張所を開設（第３分団詰所併置）し、職員 11

名と水槽付ポンプ自動車、救急車、ポンプ自動車（第３分団）を再配置。 

昭和 56 年 4 月 夜間急病センターが開設（診療科目は内科、小児科）された。 

昭和 56 年 6 月 予防業務の拡充に伴い、本部に広報車を導入。 

昭和 56 年 11 月 第２分団の詰所を輪厚 36 番地に移転。 

昭和 57 年 5 月 指揮車を更新。 

昭和 57 年 9 月 無線電話の基地局を富ヶ岡（北広島リハビリセンター）から大曲（大曲出張所）に

移設。 

昭和 57 年 10 月 消防指令装置（ Ｉ 型 ）を導入。 

昭和 58 年 7 月 全道消防救助技術訓練指導会に初参加。 

昭和 58 年 7 月 消防署の救急車を更新。（日本赤十字社北海道支部広島分区から配置） 

昭和 58 年 8 月 消防無線電話装置に全国共通波を増設。（基地局は、消防本部に配置） 

昭和 59 年 1 月 大曲地区に婦人防火クラブを結成。 

昭和 59 年 5 月 広島町防火委員会を結成。 

昭和 59 年 9 月 東部地区に幼年消防クラブを結成。（広島大谷幼稚園） 

昭和 60 年 6 月 北海道消防協会表彰旗を受賞。（北海道大会会場千歳市） 

昭和 60 年 7 月 北海道消防ポンプ操法大会に第２分団が出場し好成績を収めた。 

昭和 60 年 7 月 大曲地区に幼年消防クラブを結成。（大曲大谷幼稚園） 

昭和 60 年 10 月 東部地区に幼年消防クラブを結成。（広島幼稚園） 

昭和 60 年 11 月 第１分団に水槽付消防ポンプ自動車を配置。 

昭和 60 年 12 月 第４分団の詰所を新築。 
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昭和 60 年 12 月 ひろしま少年消防クラブを結成。 

昭和 61 年 3 月 東部地区に婦人防火クラブを結成。 

昭和 62 年 2 月 日本消防協会より竿頭綬を受賞。 

昭和 62 年 3 月 大曲出張所の救急車を更新。（日本損害保険協会より寄贈） 

昭和 62 年 7 月 消防署の機構改革により副署長を配置。同時に副署長、出張所長が司令職となる。 

昭和 62 年 10 月 西の里地区に幼年消防クラブを結成。（西の里きらきら保育園） 

昭和 62 年 11 月 第３分団の消防ポンプ自動車を更新。 

昭和 62 年 12 月 消防署の水槽付ポンプ自動車を更新。 

昭和 63 年 5 月 広島町危険物安全協会を設立。 

昭和 63 年 10 月 第４分団のポンプ車を水槽付ポンプ自動車に更新。 

平成元年 10 月 日本防火協会より幼年消防クラブ（広島大谷幼稚園）に鼓笛隊セットが寄贈された。 

平成元年 12 月 消防署の救急車を更新。（北海道共済農業協同組合連合会より寄贈） 

平成 2 年 3 月 消防署に救助工作車を配置。 

平成 2 年 10 月 消防署の気象観測装置を更新。 

平成 2 年 11 月 広報車を更新。 

平成 2 年 12 月 第２分団の消防ポンプ自動車を更新。 

平成 3 年 4 月 消防本部の機構改革により総務課、予防課を置いた。 

平成 3 年 4 月 広域消防応援協定を結んだ。（他市町村との応援協定は廃止） 

平成 4 年 2 月 東部地区に幼年消防クラブを結成。（天使幼稚園） 

平成 4 年 3 月 道央自動車道上り 30.4 キロ付近多重衝突事故応援出動(恵庭市管轄) 

平成 4 年 10 月 日本防火協会より幼年消防クラブ（大曲大谷幼稚園）に鼓笛隊セットが寄贈された。 

平成 5 年 2 月 大型水槽車を更新。 

平成 5 年 4 月 在宅当番医の自動案内装置が導入され、運用を開始。 

平成 5 年 6 月 消防無線電話装置基地局（全国共通波）を更新。 

平成 5 年 9 月 第 11 回婦人防火全国大会（夕張市）に２婦人防火団体が出席。 

平成 5 年 12 月 西の里地区の人口増加に伴い、消防署西の里出張所を開設（第４分団詰所併設）

し、職員 10 名と水槽付ポンプ自動車を配置。 

平成 6 年 5 月 救急救命士第１号が誕生。 

平成 6 年 8 月 広域消防応援協定及び覚書の一部改正があり、８月１日から施行。 

平成 6 年 11 月 大曲出張所の救急車（４WD）を更新。（北海道共済農業協同組合連合会より寄贈） 

平成 6 年 11 月 救急車２台に患者監視装置が装備され、応急処置拡大９項目中７項目の実施体制と

なる。（心電図電送を除く） 

平成 7 年 2 月 広島町消防団が優良消防団として（財）日本消防協会より表彰旗を受章。 

平成 7 年 3 月 大曲水槽車を更新。 

平成 7 年 7 月 北海道消防ポンプ操法大会に第３分団が出場し好成績を収めた。 

平成 8 年 3 月 消防署の消防ポンプ自動車を水槽付消防ポンプ自動車に更新。 

平成 8 年 6 月 消防団に初めて女性消防団員 10 名を採用。 

平成 8 年 6 月 北海道消防防災ヘリコプター応援協定を結んだ。 
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平成 8 年 8 月 全国消防救助技術大会（札幌市）に初参加。 

平成 8 年 9 月 市制施行により北広島市消防本部及び消防署と名称変更。 

平成 8 年 10 月 消防職員委員会が発足。 

平成 9 年 2 月 消防署の救急車を高規格救急車に更新。 

平成 9 年 9 月 消防本部の連絡車を更新。 

平成 10 年 9 月 指揮車を更新。 

平成 11 年 5 月 輪厚地区に幼年消防クラブを結成。（輪厚保育園） 

平成 11 年 6 月 大曲婦人防火クラブが北海道消防協会表彰を受章。 

平成 12 年 3 月 第１分団の小型動力ポンプ付積載車（４WD）を更新。 

平成 12 年 8 月 有珠山噴火災害の応援出動に対し、消防庁長官褒状を授与。 

平成 13 年 3 月 第１分団詰所を改築。 

平成 13 年 3 月 北広島市消防団が消防庁長官より竿頭綬を受章。 

平成 13 年 7 月 消防署の水槽付消防ポンプ自動車を化学消防ポンプ自動車に更新、はしご付消防自

動車（38ｍ級）を更新。 

平成 13 年 8 月 札幌圏防災関係機関合同訓練を実施。（大曲工業団地） 

平成 13 年 8 月 有珠山噴火災害の応援出動に対し、北海道知事より表彰。 

平成 14 年 3 月 消防本部・消防署の増築庁舎が完成。 

平成 14 年 6 月 北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会を当市で開催。 

平成 15 年 3 月 消防緊急通信指令施設（ Ⅱ 型 ）を導入、運用を開始。 

平成 15 年 11 月 大曲出張所の救急車を高規格救急車に更新。 

平成 15 年 12 月 苫小牧石油タンク火災の応援出動に対し、北海道知事より表彰。 

平成 17 年 11 月 挿管救命士運用開始。 

平成 17 年 12 月 消防署の高規格救急車を更新。 

平成 18 年 9 月 薬剤投与認定救命士運用開始。 

平成 19 年 4 月 非常時の災害復旧の拠点として北広島市防災センターが共栄 586 番地 10 に設置。 

平成 20 年 3 月 消防本部の広報車を調査車として更新。 

平成 21 年 3 月 消防署の救助工作車を更新。 

平成 22 年 9 月 北海道・東北ブロック婦人防火クラブ連絡協議会に出席。（２名） 

平成 23 年 3 月 東日本大震災に緊急消防援助隊を派遣し、感謝状を授与。(13 日間 2 隊 8 名) 

平成 23 年 3 月 消防本部の指揮車を更新し、使用していた車両を連絡車として運用開始。 

平成 23 年 10 月 大曲出張所の高規格救急車を更新。 

平成 24 年 3 月 消防本部に資機材搬送車を導入し、小型ポンプ付水槽車を更新。 

平成 24 年 6 月 西の里地区に婦人防火クラブを結成。 

平成 25 年 2 月 大曲出張所の水槽付消防ポンプ自動車を本市初のＣＡＦＳ装置を搭載した水槽付消

防ポンプ自動車に更新。 

平成 26 年 1 月 消防署の高規格救急車を更新。 

平成 26 年 3 月 消防救急デジタル無線を石狩振興局管内の６消防本部で共同整備し、運用を開始。 

平成 26 年 3 月 高機能消防指令システム（離島型）を更新整備し、運用を開始。 
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平成 26 年 8 月 大曲地区の人口増加や大型商業施設の進出に伴い、大曲出張所（第３分団詰所併

設）を移転し運用を開始。 

平成 26 年 8 月 処置拡大２行為認定救命士運用開始。 

平成 27 年 2 月 西の里出張所の水槽付消防ポンプ自動車をＣＡＦＳ装置を搭載した水槽付消防ポン

プ自動車に更新。 

平成 27 年 12 月 第３分団の消防ポンプ自動車を救助資機材を搭載した小型動力ポンプ付積載車に更新。 

平成 28 年 4 月 公益財団法人北海道消防協会札幌地方支部内消防団相互応援協定を締結。 

平成 28 年 11 月 北広島市消防団が北海道知事より優良消防団表彰旗を受章。 

平成 28 年 11 月 北広島団地地区に幼年消防クラブを結成。（北広島かおり幼稚園） 

平成 28 年 12 月 第１分団の水槽付消防ポンプ自動車を救助資機材を搭載した小型動力ポンプ付積載

車に更新。 

平成 29 年 10 月 北広島団地地区に幼年消防クラブを結成。（認定こども園北広島わかば幼稚園） 

平成 29 年 12 月 第４分団の水槽付消防ポンプ自動車を救助資機材を搭載した小型動力ポンプ付積載

車に更新。 

平成 30 年 3 月 北広島市消防本部・消防団が消防庁長官より消防功労者表彰旗を受章。 

平成 30 年 11 月 第２分団の水槽付消防ポンプ自動車を救助資機材を搭載した小型動力ポンプ付積載

車に更新。 

平成 31 年 2 月 大曲出張所の高規格救急車を更新。 

平成 31 年 4 月 消防本部に初めて女性職員を採用。 

平成 31 年 4 月 夕張市石炭博物館火災消防隊を派遣。(2 隊 4 名) 

令和元年 6 月 夜間急病センターが移設。 

令和元年 10 月 石屋製菓株式会社より法被 110 着が寄贈された。 
令和 2 年 3 月 西の里婦人防火クラブが解散した。 

令和 2 年 3 月 西の里地区に幼年消防クラブを結成。（認定こども園札幌自由の森幼稚園・保育園） 

令和 3 年 10 月 高規格救急車の寄贈を受け、本署の救急車を更新。 

令和 3 年 12 月 指導救命士運用開始。 

令和 4 年 5 月 ２台目となる高規格救急車の寄贈を受け、大曲の救急車を更新。 

令和 5 年 2 月 ３台目となる高規格救急車の寄贈を受け、本署の救急車を更新。 

令和 5 年 10 月 星槎道都大学と連携して住宅用火災警報器普及啓発キャラクター「しろ太」を作成。 

令和 5 年 12 月 寄贈を受け、本署の指揮車を更新。使用していた車両を本部の調査車として更新。 

令和 6 年 4 月 消防本部の連絡車を廃止。後方支援車（「緊急消防援助隊」の登録車両）を配置。 

令和 6 年 9 月 環境開発工業株式会社より寄贈を受け、住宅用火災警報器普及啓発キャラクター

「しろ太」の着ぐるみを作成。 

令和 6 年 9 月 北広島市防災食育センターを設置。防災対応離着陸場を整備。 

令和 7 年 3 月 消防署の化学車を更新。 

令和 7 年 9 月 札幌圏消防指令センターの運用を開始。 
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過去の主な災害記録 
明治 31 年 9 月 7 日 中の沢に水害が発生した。 

大正 3 年 8 月～9 月 中の沢地区に水害が発生し、水 10 尺余、被害面積 300 町歩余、被害総額

3,434 千円。 

昭和 14 年 3 月 28 日 児童福祉施設天使の園が全焼 197 坪を焼失した。原因は失火。 

昭和 15 年 4 月 13 日 北の里４戸 10 棟全焼。 

昭和 15 年 4 月 24 日 広島市街の大火。16 戸 28 棟焼失し近隣の消防の応援を受けた。原因は不明。 

昭和 21 年 4 月 中の沢地区に水害が発生した。604 町歩が冠水し、被害総額 6,030 千円。 

昭和 23 年 4 月 7 日 吉本宅及び杉山宅の２戸１棟が全焼し、22.5 坪が焼失した。 

昭和 25 年 8 月 1 日 

～3 日 

開村以来の水害。降雨量 300 ㎜を超え、広島市街及び中の沢地区にかけ被害が

発生し、家屋流失、半壊 13 棟等で被害総額 31,877 千円。  

昭和 27 年 7 月 2 日 富ヶ岡学園の寮舎 454 坪のうち 210 坪が焼失した。恵庭・島松消防、警察予備

隊の応援を受けた。 

昭和 29 年 9 月 26 日 台風 15 号で死者１名、建物全半壊 340 棟、農林等被害総額 66,300 千円。 

昭和 30 年 12 月 光顕寺本堂 100 坪が全焼した。原因はロウソク。 

昭和 34 年 9 月 中の沢地区と各河川流域で水害が発生した。被害面積 500 町歩、特に土木農林

施設に被害が多く、被害総額は 9,037 千円。 

昭和 37 年 8 月 台風第９号及び第 10 号の影響により中の沢地区が冠水した。 

昭和 39 年 6 月 集中豪雨により中の沢地区が冠水した。 

昭和 40 年 9 月 台風第 23 号の影響により中の沢地区が冠水した。 

昭和 43 年 5 月 十勝沖地震により全村に被害があり、特に集合煙突の倒壊が目立った。震度は

4.5 から５と推定される。 

昭和 50 年 8 月 22 日 

～23 日 

台風第６号の影響により水害が発生し、輪厚川及び千歳川が氾濫した。被害面

積 506 ヘクタール、被害総額 192,229 千円。 

昭和 56 年 8 月 3 日

～23 日 

約３週間に渡り、台風第 15 号及び第 23 号の影響と雨の影響で島松川及び輪厚

川の堤防が決壊。人命救助・財産保全活動中に消防団第１分団団員が殉職した。 

昭和 59 年 6 月 2 日 大曲にある病院の職員送迎バスが野津幌川に転落し、看護婦ら 36 名が重軽症

を負った。 

昭和 62 年 8 月 25 日

～26 日 

台風第 12 号の影響で豪雨（298mm）があり、土木及び農業施設に被害が発生し

た。被害総額 162,133 千円。 

平成 2 年 10 月 7 日 町立の中学校で火災が発生し、校舎 137 平方メートルが焼失した。被害総額

21,100 千円。 

平成 3 年 8 月 9 日 南の里酪農家の牧草収納庫から出火、牛舎、物置等４棟が全焼した。被害総額

53,062 千円。 

平成 5 年 9 月 13 日 大曲工業団地で倉庫の全焼火災があり、鎮火まで約 10 時間を要した。被害総

額 420,150 千円。 
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平成 16 年 9 月 8 日 台風第 18 号の影響により突風で飛ばされるなど４名の市民が重軽症を負う。

また野菜の倒伏、街路樹の倒木等の被害が発生した。被害総額 140,247 千円。 

平成 30 年 9 月 5 日 台風第 21 号の影響による倒木撤去作業中に２名の市職員が重軽症を負う。ま

た、屋根の飛散、物置の倒壊、街路樹の倒木等の被害が発生した。 

平成 30 年 9 月 6 日 北海道胆振東部地震により、市内において震度５弱を観測、７名の市民が重軽

症を負う。また、市内全域で停電が発生、住家被害は 293 棟に及んだ。 

令和 4 年 9 月 30 日 東部地区にある共同住宅の火災により、男女２名が死亡した。 
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